
　

今
回
、
原
稿
依
頼
を
頂
き
ま
し
て
「
大
変
だ
あ
ー
」
が
最
初
の
感
想
で
す
。
今
ま
で

は
原
稿
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
の
で
、
題
材
は
何
か
、
何
を
書
く
の

か
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
書
い
て
い
た
の
か
。
以
前
配
布
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
の
冊

子
を
広
げ
、
様
々
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
住
む
袋
井
市
春
岡
は
、
三
つ
の
お
寺
と
一
つ
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。
お
寺
が
、

一
地
域
で
三
つ
あ
る
の
は
非
常
に
珍
し
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
宗
派
は
違
い
ま
す
。
曹
洞
宗
、
浄
土
宗
、
真
言
宗
。
ま
た
、
星
ま
つ
り
を

行
う
お
寺
や
、
信
楽
焼
の
狸
が
境
内
一
面
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、「
狸
の
里
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
お
寺
な
ど
が
有
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
、
私
が
筆
頭
総
代
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
地
元
に
鎮
座
し
て
い
る
春
岡

神
社
に
つ
い
て
、
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
ま
で
、
氏
神
様
の
祭
っ
て
あ
る
神
社
に

は
、
祭
典
の
と
き
や
、
元
日
の
初
詣
に
立
ち
寄
る
程
度
で
し
た
。
こ
の
役
職
に
つ
い

て
、
以
前
は
素
通
り
だ
っ
た
当
神
社
の
「
云
わ
れ
」
を
掲
示
し
て
あ
る
看
板
に
も
目
を

通
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
神
社
は
、
・
・
・

一
八
七
〇
年
六
月
二
日　
　
　

�

春
日
神
社
と
十
所
神
社
が
合
祀
と
な
り
祭
神
が
祭
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
時
に
、
春
日
神
社
か
ら「
春
岡
神
社
」に
改
称
す
る
。

一
八
七
六
年
一
〇
月
二
五
日　

�

氏
子
の
浄
財
に
よ
り
本
社　

拝
殿　

社
務
所　

な
ど
を

新
築
落
成

一
九
九
四
年
三
月
一
五
日　
　

神
社
参
集
殿　

建
立　

落
成
す
る
。

二
〇
一
二
年
九
月
一
六
日　
　

氏
子
一
同
の
寄
付
に
よ
り
神
社
拝
殿
を
新
築
落
成
す
る
。

と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
は
本
庄
山
砦
跡
地
（
ほ
ん
じ
ょ
う
や
ま
と
り
で
あ
と
ち
）
で
も
あ
り
、

地
元
の
武
将
で
あ
る
村
松
氏
の
居
城
と
さ
れ
て
い
る
城
跡
で
す
。
春
岡
神
社
の
東
側
丘

陵
上
に
あ
り
、
北
と
西
側
は
太
田
川
、
南
側
と
西
側
に
は
湿
地
の
谷
が
あ
る
天
然
の
要

害
の
地
に
城
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
付
近
は
、
掛
川
よ
り
の
街
道
と
袋
井
・
森
に
至

る
街
道
の
交
差
点
に
当
た
り
、
市
場
も
開
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
城
の
北
尾
根
筋
に
大

堀
切
（
お
お
ほ
り
き
り
）
を
入
れ
、
本
曲
輪
（
ほ
ん
く
る
わ
）
の
西
と
南
側
に
は
戦
国

時
代
最
新
の
横
堀
り
が
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
末
期
、
村
松
氏
居
城
を
徳
川

氏
か
武
田
氏
が
改
修
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
発
掘
調
査
で
は
、
南
側
の
横
堀
り
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
あ
る
処
に
住
ん
で
居
た
こ
と
を
、
総
代
を
引
き
受
け
た
こ
と
に
よ

り
知
り
ま
し
た
。
私
は
、
令
和
二
年
よ
り
三
年
間
の
任
期
で
総
代
を
引
き
受
け
て
お
り

ま
す
。
総
代
に
加
え
て
も
ら
っ
た
最
初
の
う
ち
は
、

三
方
（
さ
ん
ぽ
う
）　

神
前
に
あ
げ
る
供
物
の
入
れ
物

円
座
（
え
ん
ざ
）　　

座
布
団

胡
床
（
こ
し
ょ
う
）　

腰
掛
け　

等
等

聞
き
な
れ
な
い
名
称
が
沢
山
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
一
番
の
例
大
祭
で
は
、
宵
祭
り　

例
祭
に
は
、
祭
り
青
年
の
お
神
楽
の

演
奏
に
合
わ
せ
、
六
年
生
女
子
児
童
の
お
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
神
事
や
奉
納
舞
が
厳

か
に
営
ま
れ
て
い
る
処
を
じ
っ
く
り
目
の
前
で
体
験
で
き
ま
す
。
一
連
の
儀
式
を
、
宮

司
、
禰
宜
さ
ん
と
共
に
行
え
る
こ
と
は
、
こ
の
役
職
を
引
き
受
け
た
か
ら
こ
そ
味
わ
え

た
し
、
知
る
こ
と
も
出
来
た
結
果
だ
と
思
う
。

　

地
域
の
活
動
を
引
き
受
け
る
こ
と
は
仕
事
量
も
増
え
ま
す
し
、
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
地
元
で
は
年
が
上
が
っ
て
か
ら
し
か
出
来
な
い
役
職

な
の
で
「
も
う
、
年
だ
し
若
い
人
に
お
願
い
し
た
ら
」
の
言
葉
は
避
け
た
い
も
の
で

す
。
そ
の
代
わ
り
に
、
幅
広
い
付
き
合
い
が
始
ま
り
、
良
い
結
果
が
還
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

わ
が
支
部

地
域
活
動
で
知
っ
た
こ
と

掛
川
電
気
工
業
協
同
組
合
理
事
　
寺
　
田
　
吉
　
隆

《 

掛
川
支
部 

》
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　２年間、清水の街に灯らなかった提灯が復活し
た。そう、清水みなと祭りが開催された。３年ぶ
りに組合員が集まり、作業を行った。一年に一回
の作業でも忘れてしまうこともあったのに、２年
も空いてしまうと、「ここはどうだったかな？」
等と考えてしまうこともあったが、７月25日に点
灯を開始し、８月７日まで清水の街を灯し続けた。

　いつもと違うのは、コロナにかかる方が多く
なってきている時期であることから、基本的に外
での作業となる為、熱中症を考慮しマスクを外し
ての作業は良しとするが、常にマスクを携帯し、
話し合うときや町の方から声を掛けられたとき
は、必ずマスクをすることを徹底した。
　例年と違うことが多々あったが、やっぱり１年
に１度、会して皆で一緒に作業することで、互い
の健康を確認したり、情報を共有したり、組合員
結束の為にはこの祭りは大切であると思う。作業
だけではない。清水電気工事協同組合として総踊
りにも参加。また、総踊りの２日間は、理事総
出。その他何人かの組合員が、電気が切れたりし
たときの為に、何時でも飛び出して行けるように
電気の本部に待機している。

　踊りの方も準備万端で、清水電気会館にて合計
３回の練習会を行っている。こちらも密にならな
いようにしたうえで、消毒を徹底し、エアコンを
かけ、すべての窓を全開にして換気扇も回しなが
らと、３年前とは全く違った形だったが、皆が思
い出しながら楽しそうに練習しているのを見るこ
とができて、私は全く踊れないけど一緒に楽しむ
ことができました。
　総踊り本番も色々と制限はあったけど、皆楽し
んでくれて良かったと思う。YouTubeでの中継
も行われていた。ちなみにYouTubeで「第73回
清水みなと祭り、８月５日」で検索すると祭りの
動画が出てくる。良ければ、28分と２時間のとこ
ろを見てほしい。我が組合の有志達の姿を、是非
とも見てあげて頂きたいと思う。
　今回、総踊りに組合として参加したことが正し
いのかどうか判らない、批判をする方もいるかも
しれません。でも私としては参加して良かったと
思っている。
　コロナに振り回され続けている感じだ。私の妻
は、看護師をしている。何か月に一回か濃厚接触
者になったかもということが起こる。その度に事
務所で寝泊まりしている。実際には一度もかかっ
ていないのだが、心配と怯えを繰り返している。
大好きな神社仏閣巡りも全く行けない。何かしら
新しい趣味を見つけたいと思う。

理事随想

３年ぶり
� 常務理事　舛谷　徳彦

（清水支部）
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　青年部会は、令和４年６月25日（土）、抗原検査などコロナ感染予防対策をしっかり行った上で、３年
ぶりにホテルの会場（パレスホテル掛川）で通常総会を開催しました。
　総会では、令和３年度事業報告、令和３年度収支決算報告、令和４年度事業計画案及び令和４年度
収支決算案の４議案が審議され、全て承認されました。
　10月には、中部電気工事業組合連合会青年部が、第31回各県青年部交流会を静岡県で開催する予定
です。交流会は、コロナの影響もあり、４年ぶりの開催となります。まだまだコロナ感染が終息とは
いきませんが、コロナ感染対策を十分に行い、何とか開催できるよう頑張っております。

青年部総会報告
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リニューアルコンテスト2021 
（パナソニック株式会社エレクトリックワークス社）

〇優秀賞
株式会社長谷川電機� （静岡支部）
松川電氣株式会社� （浜松支部）
池戸電気株式会社� （浜松支部）
明光電気株式会社� （浜松支部）

全日本電気工事業工業組合連合会 
会長表彰（令和４年６月29日）

　令和４年６月29日、全日本電気工事業工業組合連合
会通常総会の議案審議に先立ち、同会の第51回会長表
彰式が開催され、被表彰者の代表に表彰状と記念品が
授与されました。
　当組合関係では、常務理事の舛谷徳彦氏（株式会社
　舛晃電気代表取締役社長　清水支部）が受賞されま
した。

　７月６日に開催された清水電気工事協同組合（清水
支部）定例理事会の際に、海野理事長から舛谷常務理
事に表彰状などが手交されました。

令和４年度電気保安功労者 
中部近畿産業保安監督部長表彰 

（令和４年８月25日メルパルクＮＡＧＯＹＡ）

○電気工事業者の営業所
　市川電機� （掛川支部）

○電気工事士
　松永　久雄（松久電気工事店） � （藤枝支部）

令和４年度電気保安功労者 
電気安全中部委員会委員長表彰 

（令和４年８月25日メルパルクＮＡＧＯＹＡ）

○電気工事業者の営業所
共和電気工事株式会社� （浜松支部）
建電株式会社� （藤枝支部）

○電気工事士
秋野　文男（有限会社秋野電気）� （藤枝支部）
磯谷　洋之（大王電機株式会社）� （静岡支部）
海野　久生（有限会社海生電気）� （清水支部）
田嶋　　忍（株式会社田嶋電気工業所）�（掛川支部）
森下　明広（株式会社和泉電気工業）� （浜松支部）

第一種電気工事士定期講習
　2022年度に静岡県電気工事工業組合が開催を予
定している第一種電気工事士定期講習は、次のと
おりです。

１　静岡商工会議所（静岡市）
　・10月６日（木）

２　サーラシティ浜松（浜松市）
　・10月26日（水）

２　サーラシティ浜松（浜松市）
　・11月17日（木）

試 験、 講 習 会

受賞者紹介
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【 ７ 月】
22日（金）	 ボルテージ ７月号発行

【 ８ 月】
23日（火）	 三役会
25日（木）	 全日電工連事務局責任者会議

県工組予定（2022年度）
10月 1 日（土）	 �中部 ５県青年部交流会（パレスホ

テル掛川）
10月 6 日（木）	 定期講習（静岡商工会議所）
10月19日（水）	 �中部経営セミナー（大垣フォーラ

ムホテル）
10月26日（水）	 定期講習（サーラシティ浜松）
（P）10月下旬	 下期委託作業安全推進会議
（P）10月下旬	 中間監査
10月28日（金）	 組合財政簡易診断研修会
（P）11月上旬	 下期委託作業安全推進会議（藤枝）
11月17日（木）	 定期講習（サーラシティ浜松）
12月 1 日（木）	 �電気工事技能競技全国大会（横浜

アリーナ）
12月29日（水）	 事務局仕事納め
1月 6日（金）	 事務局仕事始め
1月10日（火）	 新年あいさつ回り
	 ボルテージ １月号発行
2月16日（木）	 全日電工連合同会議（松山）
（P）2月上旬	 三役会
（P）3月下旬	 総務、事業、技術・広報委員会

組合員の異動（2022年度）
● 変 更

【 代表者 】
㈲武田電機� 【清水】
武田　陽介
静岡市清水区能島255-1

ミノシマ㈱静岡営業所� 【静岡】
増田　直博
静岡市駿河区寿町9-6

長澤電気工業所� 【藤枝】
長澤　亮太
焼津市田尻376-5

【 主任電気工事士 】
ミノシマ㈱静岡営業所� 【静岡】
　増田　直博 ← 渋谷　直幸

明光電気㈱� 【浜松】
　野嶋　孝明 ← 馬淵　吉晴

㈲坂口電気工業� 【浜松】
　坂口　大介 ← 坂口　幸雄

池戸電気㈱� 【浜松】
　木下　禎満 ← 小林　均

昭栄電気工業㈱� 【浜松】
　山田　克己 ← 山田　雄二

【 組織 】
協和サンシンエンジニアリング㈱ ← 協和電工㈱� 【清水】
静岡市清水区万世町1-6-21／054（353）5391

● 脱 退
【静岡】マキタ電機／牧田　孝之
【藤枝】㈱松永電気／松永　稔

県工組日記（2022年度）

2022.9	 Voltage� vol.267（4）



（5）vol.267	 Voltage� 2022.9



2022.9	 Voltage� vol.267（6）



（7）vol.267	 Voltage� 2022.9



2022.9	 Voltage� vol.267（8）



（9）vol.267	 Voltage� 2022.9



静岡県電設資材卸業協同組合 賛助推進会員名簿



　全日電工連主催の第４回電気工事技能競技全国大会は、2022年11月30日（水）及び
12月１日（木）、横浜アリーナで開催されます。
　本県からは、望月大和さん（日進電機株式会社）（静岡支部）が一般の部に、 
小長谷晴菜さん（大王電機株式会社）（静岡支部）が女性の部に出場します。
　出場選手及び事業所への応援をお願いします。

【小長谷選手のコメント】
　現場５年目、とても暖かい会社や現場の方々に恵まれ、毎日
とても楽しくやりがいを感じ頑張れています。小さいころから
手先を使うことが大好きで、やると決めたことはとことんやる、
そんな性格を最大限に活かし、応援してくださる方々に恩を 
返せるよう全力で頑張ります。

【望月選手のコメント】
　入社５年目を迎え、本年２月には念願の第一種電気工事士の
資格を取得できました。今年は、公私とも節目の年となりました。 
ぜひ良い結果を残せるよう、精一杯頑張りたいと思います。 
宜しくお願いいたします。

全日電工連
第 ４回技能競技全国大会


